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社
会

的
・

⽂
化

的
・

⾔
語

的
多

様
性

の
視

点
か

ら
，

既
存

の
⼈

⽂
社

会
系

の
学

問
分

野
を

横
断

的
に

再
編

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

，
新

た
な

学
び

の
領

域
と

し
て

の
「

多
⽂

化
社

会
学

」
を

創
り

出
す

。
研

究
の

柱
を

構
成

す
る

の
は

，
三

つ
の

基
礎

的
学

問
分

野
で

あ
る

。

①
政

治
学

，
法

学
，

経
済

学
，

経
営

学
を

基
盤

的
分

野
と

し
，

グ
ロ

ー
バ

ル
化

時
代

に
お

け
る

政
治

経
済

シ
ス

テ
ム

の
特

質
を

明
ら

か
に

し
て

い
く

分
野

②
社

会
学

，
⼈

類
学

，
歴

史
学

を
基

盤
的

分
野

と
し

，
グ

ロ
ー

バ
ル

化
時

代
に

お
け

る
社

会
動

態
・

社
会

変
容

の
実

相
を

フ
ィ

ー
ル

ド
調

査
に

基
づ

き
明

ら
か

に
し

て
い

く
分

野
③

⽂
化

学
，

思
想

学
，

⾔
語

学
を

基
盤

的
分

野
と

し
，

グ
ロ

ー
バ

ル
化

時
代

に
お

け
る

⼈
間

と
⽂

化
の

あ
り

⽅
を

，
⾃

⼰
と

他
者

の
相

互
関

係
，

⾃
⼰

認
識

と
他

者
理

解
の

相
関

関
係

を
軸

に
明

ら
か

に
し

て
い

く
分

野

既
設

の
学

部
と

の
関

係
（

教
育

研
究

の
柱

と
な

る
分

野
の

つ
な

が
り

）

多
文

化
社

会
学

の
基

礎
の

修
得

「
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
」

に
お

い
て

，
⼈

⽂
社

会
科

学
の

概
念

や
理

論
を

，
学

問
の

⼟
台

的
基

礎
（

存
在

論
・

認
識

論
・

⽅
法

論
）

に
位

置
付

け
直

し
，

各
⽅

法
論

の
射

程
と

限
界

を
批

判
的

に
検

討
す

る
と

と
も

に
，

専
⾨

知
の

超
域

的
活

⽤
の

受
け

⽫
と

な
る

新
た

な
⽅

法
論

と
し

て
多

⽂
化

社
会

学
の

さ
ら

な
る

深
化

を
図

る
。

「
学

問
の

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

」
で

は
，

「
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
」

で
修

得
し

た
知

識
に

基
づ

き
，

社
会

，
⽂

化
，

政
策

，
応

⽤
，

地
域

，
⾔

語
等

の
研

究
を

通
じ

て
専

⾨
性

を
徹

底
的

に
養

成
す

る
。

「
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
」

と
「

学
問

の
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
」

の
相

互
補

完
的

な
連

携
・

統
合

・
展

開
を

通
じ

て
，

21
世

紀
社

会
の

諸
問

題
の

取
組

み
で

不
可

⽋
な

，
⼈

⽂
社

会
科

学
系

が
本

来
的

に
持

つ
「

批
判

⼒
」

（
現

状
へ

の
批

判
的

反
省

⼒
）

，
「

構
想

⼒
」

（
現

状
打

破
に

向
け

た
展

望
を

提
⽰

す
る

⼒
）

，
「

実
践

⼒
」

（
領

域
横

断
的

に
知

と
⼈

を
繋

ぎ
，

⽂
化

的
他

者
と

の
共

⽣
に

基
づ

き
理

念
と

利
害

を
調

整
し

，
計

画
を

実
⾏

す
る

⼒
）

の
三

つ
の

⼒
を

養
成

す
る

。

多
文

化
社

会
学

の
超

域
的

・
俯

瞰
的

な
深

化

・
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
世

界
に

法
学

，
政

治
学

，
経

済
学

分
野

か
ら

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
。

・
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
世

界
の

社
会

と
⽂

化
の

変
容

に
社

会
学

，
⽂

化
⼈

類
学

，
歴

史
学

分
野

か
ら

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
。

・
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
世

界
の

⽂
化

的
多

様
性

に
思

想
，

⽂
化

，
表

象
，

メ
デ

ィ
ア

，
⾔

語
分

野
か

ら
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

。

・
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
世

界
を

オ
ラ

ン
ダ

の
⾔

語
，

歴
史

，
⽂

化
，

現
代

社
会

を
通

し
て

理
解

す
る

。

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
コ

ー
ス

社
会

動
態

コ
ー

ス

共
生

文
化

コ
ー

ス

オ
ラ

ン
ダ

特
別

コ
ー

ス

・
核

軍
縮

・
不

拡
散

分
野

に
お

い
て

⼈
⽂

社
会

科
学

系
と

⾃
然

科
学

系
及

び
研

究
と

実
務

の
両

側
⾯

を
兼

ね
備

え
る

（
⽂

理
融

合
）

こ
と

で
，

⼈
道

⾯
・

安
全

保
障

・
経

済
等

の
問

題
に

つ
い

て
専

⾨
的

解
決

を
図

っ
て

い
く

。

核
軍

縮
・
不

拡
散

科
目

群

・
⼈

⽂
社

会
科

学
の

⾒
地

か
ら

⽂
化

的
他

者
へ

の
理

解
と

共
感

に
基

づ
き

，
超

域
的

に
知

と
⼈

を
繋

ぐ
こ

と
で

，
⺠

族
・

宗
教

・
⽂

化
・

国
家

の
摩

擦
や

対
⽴

等
に

み
る

存
在

や
意

味
の

多
様

性
に

対
す

る
否

定
・

反
動

に
対

し
て

，
専

⾨
的

解
決

を
図

っ
て

い
く

。

グ
ロ

ー
バ

ル
・ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
科

目
群

・
既

存
の

国
際

経
済

学
（

上
か

ら
の

視
点

）
と

地
球

上
で

⽣
活

す
る

⼈
々

の
視

点
（

下
か

ら
の

視
点

）
を

調
和

し
た

「
世

界
政

策
論

」
を

開
拓

し
，

政
策

・
制

度
・

規
範

と
⼈

間
の

安
全

保
障

に
関

わ
る

問
題

等
に

つ
い

て
専

⾨
的

解
決

を
図

っ
て

い
く

。

政
策

科
学

科
目

群

・
⼈

⽂
科

学
と

社
会

科
学

の
連

携
に

基
づ

く
諸

観
点

か
ら

，
⽇

本
・

ア
ジ

ア
と

世
界

の
交

叉
・

輻
輳

の
な

か
で

⽣
じ

る
歴

史
・

⽂
化

・
社

会
の

問
題

に
つ

い
て

専
⾨

的
解

決
を

図
っ

て
い

く
。

環
海

日
本

長
崎

学
・
ア

ジ
ア

研
究

科
目

群

・
⾔

語
学

の
多

様
性

を
⽂

法
的

・
⾳

声
的

特
性

，
⽂

化
社

会
的

規
則

や
談

話
レ

ベ
ル

の
特

性
等

か
ら

捉
え

る
こ

と
で

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
発

話
⾏

為
を

通
じ

た
意

味
創

出
等

，
⾔

語
が

現
実

構
成

の
基

盤
に

あ
る

こ
と

へ
の

理
解

の
⽋

如
に

関
わ

る
問

題
に

つ
い

て
専

⾨
的

解
決

を
図

っ
て

い
く

。

言
語

多
様

性
科

目
群

多
⽂

化
社

会
学

の
更

な
る

深
化

へ
超

域
的

か
つ

俯
瞰

的
な

〈
学

〉
へ

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

（
基

盤
必

修
科

目
群

）

存
在

論
⽅

法
論認

識
論

⼈
⽂

社
会

科
学

グ
ロ

ー
バ

ル
化

時
代

に
求

め
ら

れ
る

共
⽣

社
会

の
知

的
基

盤
の

創
出

を
⽬

指
し

て
，

⽂
系

諸
学

の
再

編
と

そ
れ

に
基

づ
い

た
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

教
育

学
部

の
課

題
を

発
展

的
に

継
承

し
，

超
域

的
，

俯
瞰

的
な

〈
学

〉
と

し
て

多
⽂

化
社

会
学

を
よ

り
深

化
さ

せ
て

い
く

こ
と

で
、

⾼
度

な
専

⾨
性

と
実

践
性

か
ら

社
会

の
さ

ら
な

る
要

請
に

応
え

て
い

く

学
問

の
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス

●
多

⽂
化

社
会

学
研

究
科

修
⼠

課
程

【
1専

攻
】

多
⽂

化
社

会
学

専
攻

社 会 学

⼈ 類 学
歴 史 学

⽂ 化 学

思 想 学
⾔ 語 学社

会
的

・
⽂

化
的

・
⾔

語
的

多
様

性
の

視
点

か
ら

横
断

的
に

再
編

政 治 学

法 学
経 済 学

多
⽂

化
社

会
学

の
基

礎
的

創
造

新
た

な
学

び
の

領
域

専
⾨

知
の

超
域

的
活

⽤
の

受
け

⽫
へ

と
深

化
さ

せ
、

⽅
法

論
と

し
て

の
成

熟
化

を
図

る
。

多
⽂

化
社

会
学

の
修

得
を

徹
底

化

多
⽂

化
社

会
学

の
深

化
と

修
得

徹
底

的
な

専
⾨

性
の

養
成

⼈
⽂

社
会

科
学

の
概

念
や

理
論

を
，

学
問

の
⼟

台
的

基
礎

（
存

在
論

・
認

識
論

・
⽅

法
論

）
に

位
置

付
け

直
し

，
各

⽅
法

論
の

射
程

と
限

界
を

批
判

的
に

検
討

●
多

⽂
化

社
会

学
部

【
1学

科
】

多
⽂

化
社

会
学

科

【資料１】



理
工

系

⼈
⽂

社
会

科
学

系
が

本
来

有
し

て
い

る
批

判
⼒

、
構

想
⼒

、
実

践
⼒

を
⼗

分
に

引
き

出
す

た
め

に

専
⾨

知
の

超
域

的
な

活
⽤

に
必

要
な

学
問

の
⼟

台
的

基
礎

社
会

学

実
践

研
究

ゆ
え

に
む

し
ろ

必
要

な
学

問
の

⼟
台

的
基

礎

歴
史

学

文
学

地
域

創
生

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

言
語

系
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

政
策

応
用

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

例
：

⽂
学

部
に

お
け

る
社

会
学

・
歴

史
学

・
⽂

学
等

例
：

国
際

教
養

系
の

相
互

連
携

の
難

し
さ

超
域

的
に

形
成

さ
れ

る
２

１
世

紀
社

会
の

多
⽂

化
社

会
的

状
況

に
お

け
る

諸
問

題
へ

対
応

す
る

た
め

に
は

、
⼈

⽂
社

会
科

学
の

デ
ィ

シ
プ

リ
ン

（
⽅

法
論

）
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
専

⾨
知

を
構

成
す

る
概

念
や

理
論

を
、

改
め

て
学

問
の

⼟
台

的
基

礎
（

存
在

論
・

認
識

論
・

⽅
法

論
）

に
位

置
づ

け
直

し
、

そ
の

こ
と

を
通

じ
て

各
⽅

法
論

の
概

念
と

理
論

の
射

程
と

限
界

を
批

判
的

に
検

討
、

再
構

築
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

上
で

、
２

１
世

紀
社

会
の

多
⽂

化
社

会
的

状
況

に
お

け
る

諸
問

題
の

専
⾨

的
解

決
を

可
能

に
す

る
た

め
に

、
専

⾨
知

の
超

域
的

活
⽤

の
受

け
⽫

と
な

る
新

た
な

学
問

的
枠

組
み

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。

上
記

の
例

を
「

デ
ィ

シ
プ

リ
ン

の
過

度
の

分
業

化
」

（
左

図
）

や
「

実
践

研
究

（
イ

ン
タ

ー
・

デ
ィ

シ
プ

リ
ン

）
に

み
る

応
⽤

の
偏

重
」

（
右

図
）

と
表

現
す

る
な

ら
ば

、
こ

う
し

た
問

題
を

回
避

し
、

⼈
⽂

社
会

科
学

系
が

本
来

有
し

て
い

る
問

題
解

決
⼒

（
批

判
⼒

・
構

想
⼒

・
実

践
⼒

）
を

⼗
全

に
引

き
出

す
た

め
の

⼯
夫

が
必

要
で

あ
る

。
本

研
究

科
構

想
で

は
、

「
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
」

と
「

学
問

の
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
」

の
両

軸
か

ら
な

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
構

成
を

も
っ

て
、

こ
の

課
題

に
応

え
る

も
の

で
あ

る
。

政
策

や
応

⽤
等

実
践

研
究

を
中

⼼
と

し
た

学
際

的
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

は
、

⽬
に

⾒
え

る
成

果
を

性
急

に
求

め
る

こ
と

で
、

実
践

研
究

相
互

の
有

機
的

連
関

を
失

っ
て

し
ま

う
リ

ス
ク

が
存

在
す

る
。

ま
た

、
学

問
の

⼟
台

的
基

礎
（

存
在

論
・

認
識

論
・

⽅
法

論
）

に
基

づ
い

て
物

事
の

本
質

や
他

者
の

複
雑

性
を

⾒
極

め
る

こ
と

は
時

間
も

コ
ス

ト
も

要
す

る
こ

と
か

ら
、

時
代

の
⾵

潮
の

中
で

、
む

し
ろ

特
定

の
価

値
や

⽴
場

を
無

批
判

、
無

⾃
覚

に
前

提
と

し
た

政
策

や
応

⽤
に

偏
っ

て
し

ま
う

リ
ス

ク
も

存
在

す
る

。
⼈

⽂
社

会
科

学
系

が
２

１
世

紀
社

会
の

多
⽂

化
社

会
的

状
況

に
お

け
る

諸
問

題
の

専
⾨

的
解

決
能

⼒
を

発
揮

す
る

た
め

に
は

、
実

践
研

究
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

相
互

の
連

関
と

、
学

問
の

⼟
台

的
基

礎
に

よ
る

裏
打

ち
が

不
可

⽋
で

あ
る

。

※
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
と

乖
離

し
て

し
ま

う
と

、
方

法
論

（
デ

ィ
シ

プ
リ

ン
）
も

実
践

研
究

（
イ

ン
タ

ー
・
デ

ィ
シ

プ
リ

ン
）
も

、
そ

の
批

判
力

、
構

想
力

、
実

践
力

を
減

退
さ

せ
て

し
ま

う

【資料２】



プ
ロ

グ
ラ

ム
の

編
成

概
念

図

⼈
⽂

社
会

科
学

の
概

念
や

理
論

を
学

問
の

⼟
台

的
基

礎
（

存
在

論
・

認
識

論
・

⽅
法

論
）

に
位

置
付

け
直

し
、

各
⽅

法
論

の
概

念
と

理
論

の
射

程
と

限
界

を
批

判
的

に
検

討
す

る
と

と
も

に
、

専
⾨

知
の

超
域

的
活

⽤
の

受
け

⽫
と

な
る

新
た

な
⽅

法
論

と
し

て
多

⽂
化

社
会

学
の

深
化

を
図

る
。

こ
う

し
た

多
⽂

化
社

会
学

の
修

得
を

通
じ

て
、

「
問

題
本

質
を

⾒
極

め
る

⼒
」

と
「

専
⾨

知
の

超
域

的
活

⽤
の

た
め

の
⼒

」
が

養
成

す
る

。
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
Ⅰ

・
Ⅱ

《
⼈

⽂
科

学
》

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

Ⅴ
・

Ⅵ
《

Ⅰ
 

Ⅳ
の

課
題

を
継

承
・

深
化

》

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

基
盤

必
修

科
目

群

＜
G
lo
ba
l S
tu
di
es
 E
le
m
en
ts

＞

学
問

の
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
５

つ
の

科
目

群
と

そ
れ

を
補

完
す

る
多

文
化

社
会

学
セ

ミ
ナ

ー
と

選
択

科
目

群

＜
G
lo
ba
l S
tu
di
es
 P
ra
ct
ic
e＞

「
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
」

で
修

得
し

た
多

⽂
化

社
会

学
の

超
域

的
か

つ
俯

瞰
的

な
体

系
知

を
通

じ
て

、
社

会
、

⽂
化

、
政

策
、

応
⽤

、
地

域
、

⾔
語

等
を

開
か

れ
た

問
題

群
の

な
か

で
研

究
し

、
多

⽂
化

社
会

学
の

学
問

的
な

専
⾨

性
を

さ
ら

に
深

化
さ

せ
る

と
と

も
に

、
多

様
な

⽂
化

的
他

者
や

利
害

関
係

者
の

思
想

や
⾏

動
を

理
解

し
た

上
で

、
政

策
に

お
い

て
も

最
善

の
解

決
策

を
提

⽰
で

き
る

よ
う

な
実

践
⼒

を
徹

底
的

に
養

成
す

る
。

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

Ⅲ
・

Ⅳ
《

社
会

科
学

》

連
携

・
統

合
・

展
開

（
理

論
か

ら
応

⽤
に

い
た

る
プ

ロ
セ

ス
と

双
⽅

の
有

機
的

な
連

携
）

５
つ

の
科

⽬
群

○
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
科

⽬
群

○
政

策
科

学
科

⽬
群

○
環

海
⽇

本
⻑

崎
学

・
ア

ジ
ア

研
究

科
⽬

群
○

⾔
語

多
様

性
科

⽬
群

○
核

軍
縮

・
不

拡
散

科
⽬

群

５
つ

の
科

⽬
群

○
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
科

⽬
群

○
政

策
科

学
科

⽬
群

○
環

海
⽇

本
⻑

崎
学

・
ア

ジ
ア

研
究

科
⽬

群
○

⾔
語

多
様

性
科

⽬
群

○
核

軍
縮

・
不

拡
散

科
⽬

群

学
⽣

は
選

択
外

の
科

⽬
群

の
科

⽬
も

履
修

す
る

こ
と

が
で

き
、

機
動

的
に

学
び

の
枠

組
み

を
編

成
し

う
る

開
放

的
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

成
と

な
っ

て
い

る
。 「

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

」
と

「
学

問
の

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

」
は

再
帰

的
な

構
造

に
あ

り
、

両
者

の
間

の
学

問
上

の
「

連
携

・
統

合
・

展
開

」
（

理
論

か
ら

応
⽤

に
い

た
る

プ
ロ

セ
ス

と
双

⽅
の

有
機

的
な

連
携

）
を

通
じ

て
、

多
⽂

化
社

会
学

の
深

化
が

綿
々

と
図

ら
れ

る
と

と
も

に
、

そ
う

し
た

多
⽂

化
社

会
学

を
修

得
す

る
こ

と
を

通
じ

て
、

21
世

紀
社

会
の

多
⽂

化
社

会
的

状
況

に
お

け
る

諸
問

題
の

発
⾒

・
説

明
・

予
測

・
解

決
で

不
可

⽋
な

、
⼈

⽂
社

会
科

学
系

が
本

来
的

に
持

つ
「

批
判

⼒
」

「
構

想
⼒

」
「

実
践

⼒
」

と
い

っ
た

問
題

解
決

⼒
を

養
成

す
る

。

「
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
」

と
「

学
問

の
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
」

は
再

帰
的

な
構

造
に

あ
り

、
両

者
の

間
の

学
問

上
の

「
連

携
・

統
合

・
展

開
」

（
理

論
か

ら
応

⽤
に

い
た

る
プ

ロ
セ

ス
と

双
⽅

の
有

機
的

な
連

携
）

を
通

じ
て

、
多

⽂
化

社
会

学
の

深
化

が
綿

々
と

図
ら

れ
る

と
と

も
に

、
そ

う
し

た
多

⽂
化

社
会

学
を

修
得

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
21

世
紀

社
会

の
多

⽂
化

社
会

的
状

況
に

お
け

る
諸

問
題

の
発

⾒
・

説
明

・
予

測
・

解
決

で
不

可
⽋

な
、

⼈
⽂

社
会

科
学

系
が

本
来

的
に

持
つ

「
批

判
⼒

」
「

構
想

⼒
」

「
実

践
⼒

」
と

い
っ

た
問

題
解

決
⼒

を
養

成
す

る
。

【資料３】



留
学

⽣
や

社
会

⼈
学

⽣
が

学
問

的
基

礎
を

習
得

す
る

た
め

の
三

つ
の

取
組

み
本

研
究

科
で

は
，

様
々

な
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
を

有
す

る
学

⽣
（

他
⼤

学
卒

業
⽣

，
社

会
⼈

学
⽣

，
留

学
⽣

）
を

想
定

し
て

い
る

。
そ

の
た

め
，

通
常

の
履

修
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
お

け
る

①
 

③
の

取
組

み
に

よ
り

，
学

問
的

基
礎

を
習

得
す

る
た

め
の

時
間

を
確

保
し

て
い

る
。

ど
う

し
よ

う
・

・
難

し
い

・
・

理
解

で
き

た
！

①
「

少
⼈

数
教

育
」

で
の

対
応

講
義

や
演

習
に

お
け

る
，

少
⼈

数
か

つ
マ

ン
ツ

ー
マ

ン
的

で
肌

理
の

細
か

な
教

授
法

や
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
の

採
⽤

③
「

多
⽂

化
社

会
学

セ
ミ

ナ
ー

」
に

よ
る

再
サ

ポ
ー

ト
2年

次
に

受
講

す
る

「
多

⽂
化

社
会

学
セ

ミ
ナ

ー
」

で
は

指
導

教
員

以
外

か
ら

も
研

究
指

導
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

ゼ
ミ

や
科

⽬
群

を
横

断
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

通
じ

て
，

各
学

⽣
は

⾃
ら

の
研

究
課

題
に

応
じ

た
形

で
，

学
問

的
基

礎
を

よ
り

確
か

な
も

の
と

す
る

こ
と

が
可

能
。

②
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

⽅
式

の
「

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

」
1年

次
に

受
講

す
る

「
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
」

6科
⽬

は
講

義
と

演
習

の
併

⽤
（

チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
）

で
実

施
。

講
義

後
に

演
習

を
実

施
し

，
講

義
内

容
に

即
し

た
議

論
や

史
料

読
解

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

等
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
⾏

い
，

講
義

内
容

の
理

解
を

徹
底

的
に

サ
ポ

ー
ト

す
る

。
な

お
，

必
要

に
応

じ
て

，
学

部
開

講
の

専
⾨

教
育

科
⽬

を
利

⽤
し

た
補

習
授

業
（

リ
メ

デ
ィ

ア
ル

教
育

）
の

受
講

や
学

部
の

Ｃ
Ｆ

（
コ

ー
チ

ン
グ

フ
ェ

ロ
ー

）
か

ら
，

チ
ュ

ー
タ

リ
ン

グ
を

受
け

る
こ

と
が

可
能

。

【資料４】



学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

⼈
⽂

社
会

科
学

に
通

底
す

る
学

問
の

⼟
台

的
基

礎
（

存
在

論
・

認
識

論
・

⽅
法

論
）

を
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
に

よ
り

学
び

、
「

問
題

本
質

を
⾒

極
め

る
⼒

」
と

「
専

⾨
知

の
超

域
的

活
⽤

の
た

め
の

⼒
」

を
徹

底
的

に
養

成
す

る
。

学
問

の
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
科

⽬
群

、
政

策
科

学
科

⽬
群

、
環

海
⽇

本
⻑

崎
学

・
ア

ジ
ア

研
究

科
⽬

群
、

⾔
語

多
様

性
科

⽬
群

及
び

核
軍

縮
・

不
拡

散
科

⽬
群

に
よ

り
構

成
。

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

に
よ

り
培

わ
れ

た
⼈

⽂
社

会
科

学
の

⼟
台

的
基

礎
に

基
づ

き
学

問
の

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

で
は

、
多

様
な

利
害

関
係

の
⽴

場
を

考
慮

し
な

が
ら

最
善

の
解

決
策

を
提

⽰
す

る
問

題
解

決
型

の
実

践
研

究
を

深
め

る
。

２
１

世
紀

社
会

の
多

⽂
化

社
会

的
状

況
に

お
け

る
諸

問
題

に
対

し
て

、
⽂

化
的

他
者

へ
の

理
解

や
共

感
を

第
⼀

義
に

据
え

て
多

様
な

⽂
化

や
社

会
、

理
念

や
利

害
を

洞
察

し
、

⾃
ら

が
有

す
る

確
か

な
専

⾨
知

と
と

も
に

異
な

る
専

⾨
知

を
も

横
断

的
に

繋
ぎ

つ
つ

、
多

⽂
化

社
会

科
学

の
超

域
的

か
つ

俯
瞰

的
な

⾒
地

か
ら

問
題

の
発

⾒
・

説
明

・
予

測
・

解
決

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
⼈

材

（
２

１
世

紀
社

会
の

多
⽂

化
社

会
的

状
況

に
お

け
る

諸
問

題
に

対
応

し
た

科
⽬

群
構

成
）

︵ 学 問 の エ レ メ ン ツ と プ ラ ク テ ィ ス の 連 携 ・ 統 合 ・ 展 開 ︶

⼈
⽂

社
会

科
学

系
が

本
来

持
つ

批
判

⼒
・

構
想

⼒
・

実
践

⼒
を

引
き

出
す

。

学 問 の エ レ メ ン ツ と 学 問 の プ ラ ク テ ィ ス の 両 軸 構 造

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

と
学

問
の

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

の
両

軸
構

造
に

よ
り

、
⼈

⽂
社

会
科

学
が

本
来

的
に

持
つ

「
批

判
⼒

」
（

現
状

に
対

す
る

批
判

的
反

省
⼒

）
、

「
構

想
⼒

」
（

現
状

打
破

に
向

け
た

展
望

を
提

⽰
す

る
⼒

）
、

「
実

践
⼒

」
（

領
域

横
断

的
に

知
と

⼈
を

繋
ぎ

、
⽂

化
的

他
者

と
の

共
⽣

に
基

づ
き

理
念

と
利

害
を

調
整

し
、

計
画

を
実

⾏
す

る
⼒

）
と

い
っ

た
問

題
解

決
⼒

を
涵

養
す

る
。

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

に
よ

り
専

⾨
知

の
超

域
的

活
⽤

の
た

め
の

⼒
を

⾝
に

付
け

さ
せ

た
上

で
、

「
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
科

⽬
群

、
政

策
科

学
科

⽬
群

、
環

海
⽇

本
⻑

崎
学

・
ア

ジ
ア

研
究

科
⽬

群
、

⾔
語

多
様

性
科

⽬
群

、
核

軍
縮

・
不

拡
散

科
⽬

群
」

の
5つ

の
科

⽬
群

を
メ

イ
ン

に
し

て
、

多
⽂

化
社

会
学

部
で

の
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

を
重

視
し

た
教

育
を

、
さ

ら
に

発
展

継
承

し
た

、
領

域
を

超
え

た
専

⾨
性

を
養

成
す

る
。

○
多

⽂
化

社
会

学
セ

ミ
ナ

ー
科

⽬
群

ご
と

に
主

選
択

や
主

指
導

教
員

が
分

か
れ

て
い

る
学

⽣
が

、
科

⽬
群

横
断

型
の

「
多

⽂
化

社
会

学
セ

ミ
ナ

ー
」

（
必

修
）

を
共

修
す

る
こ

と
で

、
総

合
研

究
指

導
体

制
の

下
で

領
域

横
断

的
に

研
究

指
導

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

５
つ

の
科

⽬
群

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
両

軸
構

造
と

プ
ロ

グ
ラ

ム
構

成
に

よ
る

⼈
材

養
成

【資料５】



〈 学 問 の プ ラ ク テ ィ ス 〉 （ 18 単 位 ）

多
⽂

化
社

会
学

研
究

科
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

（
案

）

人
文

社
会

科
学

系
の

学
部

卒
業

生
、

外
国

語
学

部
・
国

際
系

学
部

卒
業

生
、

理
系

学
部

・
大

学
院

卒
業

生
、

東
ア

ジ
ア

・
東

南
ア

ジ
ア

の
留

学
生

、
環

海
日

本
長

崎
学

・
ア

ジ
ア

研
究

に
関

心
の

あ
る

社
会

人
、

高
度

実
践

力
を

伴
う

専
門

的
職

業
人

を
目

指
す

一
般

社
会

人

〈
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
〉

（
１

２
単

位
）

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ
Ⅰ

（
講

義
・
演

習
）
（
２

）
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
Ⅱ

（
講

義
・
演

習
）
（
２

）
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
Ⅲ

（
講

義
・
演

習
）
（
２

）
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
Ⅳ

（
講

義
・
演

習
）
（
２

）

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ
Ⅴ

（
講

義
・
演

習
）
（
２

）
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
Ⅵ

（
講

義
・
演

習
）
（
２

）

言
語

多
様

性
科

目
群

核
軍

縮
・
不

拡
散

科
目

群

⼈
⽂

社
会

科
学

の
専

⾨
知

を
構

成
す

る
概

念
や

理
論

を
、

改
め

て
学

問
の

⼟
台

的
基

礎
（

存
在

論
・

認
識

論
・

⽅
法

論
）

に
位

置
づ

け
直

し
、

各
⽅

法
論

（
デ

ィ
シ

プ
リ

ン
）

の
概

念
と

理
論

の
射

程
と

限
界

を
批

判
的

に
検

討
、

再
構

築
を

図
る

。

修
了

要
件

３
４

単
位

商
社

・
食

品
・
製

造
等

の
グ

ロ
ー

バ
ル

企
業

、

フ
ェ

ア
ト

レ
ー

ド
現

地
生

産
者

支
援

ス
タ

ッ
フ

（
関

連
国

際
N
G
O

）

文
化

的
背

景
を

持
っ

た
教

育
者

・
通

訳
者

、
教

育
分

野
に

お
け

る
連

続
的

か
つ

有
機

的
連

携
に

対
す

る
、

専
門

的
な

ア
ド

バ
イ

ス
及

び
プ

ロ
グ

ラ
ム

立
案

・
実

施
に

携
わ

る
人

材

国
際

機
関

、
政

府
、

シ
ン

ク
タ

ン
ク

、
N

G
O

等
で

世
界

の
リ

ー
ダ

ー
と

な
っ

て
、

核
軍

縮
・
不

拡
散

問
題

の
解

決
に

取
り

組
む

こ
と

の
で

き
る

実
践

力
を

有
し

た
人

材

出 口 像

入 口 像

＜
⾝

に
付

く
⼒

＞
⾔

語
学

の
諸

分
野

に
お

け
る

知
⾒

を
も

と
に

、
⾔

語
の

普
遍

性
と

個
別

性
に

対
す

る
理

解
を

深
化

さ
せ

、
様

々
な

⾔
語

使
⽤

場
⾯

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

場
⾯

や
レ

ジ
ス

タ
ー

に
対

応
し

た
表

現
の

精
選

と
英

語
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
⽴

案
、

実
施

、
及

び
英

語
教

育
者

に
指

導
助

⾔
で

き
る

実
践

⼒
［

解
決

を
⽬

指
す

主
問

題
]

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

発
話

⾏
為

を
通

じ
た

意
味

創
出

や
ル

ー
ル

⾰
新

等
、

⾔
語

が
現

実
構

成
の

基
盤

に
あ

る
こ

と
の

理
解

の
⽋

如
に

関
わ

る
問

題

＜
⾝

に
付

く
⼒

＞
核

軍
縮

・
不

拡
散

分
野

に
お

い
て

⼈
⽂

社
会

系
と

理
⼯

系
お

よ
び

研
究

と
実

務
の

両
側

⾯
を

兼
ね

備
え

た
実

践
⼒

［
解

決
を

⽬
指

す
主

問
題

]
核

軍
縮

・
不

拡
散

が
未

完
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
あ

る
こ

と
で

⽣
じ

る
⼈

道
、

安
全

保
障

、
経

済
⾯

等
の

問
題

【
選

択
科

目
】
歴

史
民

俗
博

物
館

選
択

科
目

総
合

資
料

学
（
２

）
【
選

択
科

目
】
歴

史
民

俗
博

物
館

選
択

科
目

総
合

資
料

学
（
２

）

言
語

学
基

礎
研

究
特

講
a（

２
）

言
語

学
基

礎
研

究
特

講
b（

２
）

英
語

学
特

講
（
２

）
異

文
化

語
用

論
特

講
（
２

）
第

二
言

語
習

得
研

究
特

講
（２

）
談

話
分

析
特

講
（
２

）
英

語
統

語
論

特
講

（
２

）
言

語
教

育
と

第
二

言
語

習
得

特
講

（２
）

言
語

理
論

研
究

特
講

（
２

）
言

語
学

特
定

演
習

（
１

）
応

用
言

語
学

特
定

演
習

（
１

）
日

中
対

照
言

語
学

特
定

演
習

（１
）

日
英

対
照

言
語

学
特

定
演

習
（１

）

核
軍

縮
と

国
際

政
治

特
講

（２
）

核
軍

縮
と

国
際

政
治

特
定

演
習

（
１

）
原

子
力

平
和

利
用

と
核

不
拡

散
特

講
（２

）
原

子
力

平
和

利
用

と
核

不
拡

散
特

定
演

習
（１

）
核

軍
縮

交
渉

の
法

と
政

治
特

講
（
２

）
核

軍
縮

交
渉

の
法

と
政

治
特

定
演

習
（１

）
核

物
質

管
理

と
核

ｾ
ｷ

ｭ
ﾘ
ﾃ
ｨ特

講
（２

）
核

物
質

管
理

と
核

ｾ
ｷ

ｭ
ﾘ
ﾃ
ｨ特

定
演

習
（
１

）

⽂
理

融
合

プ
ロ

グ
ラ

ム

自
ら

の
専

門
性

に
加

え
て

、
超

域
的

に
知

と
人

を
繋

ぎ
つ

つ
、

理
解

と
共

生
を

第
一

に
、

問
題

の
発

見
・
説

明
・
予

測
・
解

決
に

取
り

組
む

多
文

化
社

会
学

を
身

に
付

け
た

人
材

編
集

者
、

記
者

、
社

会
問

題
・
国

際
問

題
の

ア
ナ

リ
ス

ト

文
化

財
担

当
の

地
方

公
務

員
（
文

化
交

流
、

世
界

遺
産

）
、

発
掘

専
門

民
間

会
社

【
必

修
科

目
】
多

文
化

社
会

学
セ

ミ
ナ

ー
（
２

）

【
選

択
科

目
】
海

外
経

験
選

択
科

目
海

外
留

学
（
２

）
海

外
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
（
２

）
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（２

）

政
策

科
学

科
目

群

＜
⾝

に
付

く
⼒

＞
政

策
課

題
や

そ
の

費
⽤

対
効

果
、

政
策

の
適

切
な

⽅
法

を
学

び
、

政
策

研
究

や
政

策
分

析
を

⾏
う

批
判

⼒
・

構
想

⼒
・

実
践

⼒
［

解
決

を
⽬

指
す

主
問

題
]

不
均

衡
な

資
源

分
配

に
伴

う
リ

ス
ク

拡
⼤

政
策

・
制

度
・

規
範

と
⼈

間
の

安
全

保
障

国
際

ｼ
ﾞｪ

ﾝ
ﾀ
ﾞｰ

論
特

講
（２

）
国

際
ｼ
ﾞｪ

ﾝ
ﾀ
ﾞｰ

論
特

定
演

習
（
１

）
経

済
開

発
論

特
講

（
２

）
経

済
開

発
論

特
定

演
習

（
１

）
国

際
秩

序
論

特
講

（
２

）
国

際
秩

序
論

特
定

演
習

（
１

）
地

域
生

態
論

特
講

（
２

）
地

域
生

態
論

特
定

演
習

（
１

）
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

ﾅ
ｼ
ｮﾅ

ﾘ
ﾃ
ｨ論

特
講

（
２

）
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

ﾅ
ｼ
ｮﾅ

ﾘ
ﾃ
ｨ論

特
定

演
習

（
１

）
多

文
化

家
族

研
究

特
講

（
２

）
多

文
化

家
族

研
究

特
定

演
習

（１
）

移
民

政
策

と
家

族
・
地

域
・教

育
特

講
（２

）
移

民
政

策
と

家
族

・
地

域
・教

育
特

定
演

習
（１

）

環
海

日
本

長
崎

学
・
ア

ジ
ア

研
究

科
目

群

＜
⾝

に
付

く
⼒

＞
ロ

ー
カ

ル
な

⽂
脈

に
分

け
⼊

り
つ

つ
、

普
遍

的
次

元
で

展
開

可
能

な
⽅

法
と

理
論

を
構

築
す

る
た

め
の

批
判

⼒
・

構
想

⼒
・

実
践

⼒
［

解
決

を
⽬

指
す

主
問

題
]

⽇
本

・
ア

ジ
ア

と
世

界
の

交
叉

・
輻

輳
の

中
で

⽣
じ

る
歴

史
・

⽂
化

・
社

会
の

問
題

日
本

近
世

史
・
日

蘭
交

流
史

特
講

（２
）

日
本

近
世

史
・
日

蘭
交

流
史

特
定

演
習

（１
）

日
本

儒
学

・
中

国
学

特
講

（２
）

日
本

儒
学

・
中

国
学

特
定

演
習

（１
）

文
化

遺
産

論
特

講
（
２

）
文

化
遺

産
論

特
定

演
習

（
１

）
海

域
交

流
史

特
講

（
２

）
海

域
交

流
史

特
定

演
習

（
１

）
華

僑
・
華

人
研

究
特

講
（２

）
華

僑
・
華

人
研

究
特

定
演

習
（
１

）
現

代
日

本
政

治
外

交
論

特
講

（２
）

現
代

日
本

政
治

外
交

論
特

定
演

習
（１

）
現

代
ｱ

ｼ
ﾞｱ

社
会

論
特

講
（
２

）
現

代
ｱ

ｼ
ﾞｱ

社
会

論
特

定
演

習
（１

）

【
選

択
科

目
】
東

洋
文

庫
選

択
科

目
オ

リ
エ

ン
タ

ル
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
Ⅰ

（
２

）
オ

リ
エ

ン
タ

ル
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
Ⅱ

（
２

）
【
選

択
科

目
】
東

洋
文

庫
選

択
科

目
オ

リ
エ

ン
タ

ル
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
Ⅰ

（
２

）
オ

リ
エ

ン
タ

ル
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
Ⅱ

（
２

）

主
選

択
し

た
科

目
群

か
ら

最
低

９
単

位
(講

義
６

単
位

＋
演

習
３

単
位
)

を
履

修
す

る

研
究

指
導

（
４

）

主
選

択
し

た
科

目
群

で
研

究
指

導
を

受
け

る

多
⽂

化
社

会
的

状
況

に
お

け
る

諸
問

題
を

俯
瞰

的
に

捉
え

専
⾨

的
解

決
を

可
能

に
す

る
た

め
の

、
専

⾨
知

の
超

域
的

活
⽤

の
受

け
⽫

と
な

る
新

た
な

学
問

的
枠

組
み

を
探

求
す

る
。

︿ 養 成 す る ⼒ ﹀

・ 問 題 本 質 を ⾒ 極 め る ⼒

・ 専 ⾨ 知 の 超 域 的 活 ⽤ の

た め の ⼒

「
学

問
の

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

」
と

相
互

補
完

的
に

連
携

・
統

合
・

展
開

し
て

い
く

た
め

の
基

礎
構

築

基
盤

必
修

科
目

群

グ
ロ

ー
バ

ル
・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
科

目
群

＜
⾝

に
付

く
⼒

＞
⽂

化
的

他
者

へ
の

理
解

と
共

感
に

基
づ

き
、

異
質

な
も

の
の

総
合

か
ら

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

⽣
み

出
す

批
判

⼒
・

構
想

⼒
・

実
践

⼒
［

解
決

を
⽬

指
す

主
問

題
]

⺠
族

、
宗

教
、

⽂
化

、
国

家
の

摩
擦

や
対

⽴
存

在
や

意
味

の
多

様
性

に
対

す
る

否
定

・
反

動

文
化

表
象

論
特

講
（
２

）
文

化
表

象
論

特
定

演
習

（
１

）
現

代
宗

教
論

特
講

（
２

）
現

代
宗

教
論

特
定

演
習

（
１

）
ﾖ
ｰ

ﾛ
ｯ
ﾊ

ﾟ社
会

史
特

講
（２

）
ﾖ
ｰ

ﾛ
ｯ
ﾊ

ﾟ社
会

史
特

定
演

習
（
１

）
ｱ

ﾌ
ﾘ
ｶ
社

会
論

特
講

（
２

）
ｱ

ﾌ
ﾘ
ｶ
社

会
論

特
定

演
習

（
１

）
ｸ
ﾞﾛ

ｰ
ﾊ

ﾞﾙ
社

会
と

脱
ｵ

ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾀ
ﾘ
ｽ

ﾞﾑ
特

講
（２

）
ｸ
ﾞﾛ

ｰ
ﾊ

ﾞﾙ
社

会
と

脱
ｵ

ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾀ
ﾘ
ｽ

ﾞﾑ
特

定
演

習
（１

）
ｸ
ﾞﾛ

ｰ
ﾊ

ﾞﾙ
・
ﾋ
ｽ

ﾄﾘ
ｰ

特
講

（
２

）
ｸ
ﾞﾛ

ｰ
ﾊ

ﾞﾙ
・
ﾋ
ｽ

ﾄﾘ
ｰ

特
定

演
習

（１
）

ｶ
ﾙ

ﾁ
ｭ
ﾗ
ﾙ

ｽ
ﾀ
ﾃ
ﾞｨ

ｰ
ｽ

ﾞ特
講

（２
）

ｶ
ﾙ

ﾁ
ｭ
ﾗ
ﾙ

ｽ
ﾀ
ﾃ
ﾞｨ

ｰ
ｽ

ﾞ特
定

演
習

（１
）

E
as

t-
W

e
st

 S
tu

di
e
s特

講
（
２

）
E
as

t-
W

e
st

 S
tu

di
e
s 

特
定

演
習

（
１

）

【資料６】



【
ケ

ー
ス

メ
ソ

ッ
ド

（
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
・

ス
タ

イ
ル

）
の

例
】

「
宗

教
に

関
わ

る
多

⽂
化

社
会

的
状

況
と

そ
の

諸
問

題
の

解
決

に
向

け
て

」

論
点

の
整

理
：

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
進

展
す

る
現

代
世

界
の

あ
る

側
⾯

（
負

の
側

⾯
）

を
反

映
◆

移
⺠

：
⼈

の
移

動
に

よ
る

異
な

る
価

値
観

の
接

触
◆

貧
困

：
世

界
規

模
で

進
展

す
る

経
済

格
差

◆
つ

な
が

り
の

喪
失

と
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

孤
⽴

◆
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

ゆ
ら

ぎ
◆

拒
絶

反
応

と
し

て
の

排
外

主
義

宗
教

対
⽴

／
紛

争
、

原
理

主
義

、
テ

ロ
リ

ズ
ム

に
つ

い
て

、
領

域
横

断
的

に
学

⽣
と

教
員

が
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン

 
『

現
代

世
界

特
有

の
リ

ス
ク

を
回

避
し

な
が

ら
、

社
会

が
い

か
に

存
続

可
能

か
』

と
い

う
普

遍
的

か
つ

喫
緊

の
課

題
を

明
確

化
す

る
◎

主
に

中
東

や
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

で
顕

在
化

し
て

い
る

宗
教

的
問

題
は

「
ど

こ
で

で
も

起
こ

り
う

る
」

◎
⾃

然
災

害
の

リ
ス

ク
に

も
適

⽤
可

能
（

東
⽇

本
⼤

震
災

の
例

）

 
多

⽂
化

社
会

学
セ

ミ
ナ

ー
（

必
修

２
単

位
）

学
問

の
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
の

特
⾊

 
多

⽂
化

社
会

学
セ

ミ
ナ

ー
 

〈
学

問
の

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

〉
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

科
⽬

群
は

、
機

動
的

に
学

び
の

枠
組

み
を

編
成

す
る

開
放

的
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
構

成
さ

れ
、

そ
の

実
践

的
総

括
は

、
必

修
科

⽬
「

多
⽂

化
社

会
学

セ
ミ

ナ
ー

」
を

通
じ

て
実

施
す

る
。

「
多

⽂
化

社
会

学
セ

ミ
ナ

ー
」

で
は

〈
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
〉

で
学

ん
だ

専
⾨

知
、

技
法

、
領

域
横

断
的

枠
組

み
の

⼟
台

の
上

で
、

多
⽂

化
社

会
的

状
況

に
お

け
る

諸
問

題
の

実
践

的
解

決
法

の
習

得
に

向
け

て
、

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
レ

ク
チ

ャ
ー

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
パ

ー
テ

ィ
を

領
域

横
断

的
に

実
施

す
る

。

〈
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
〉

の
成

果
に

基
づ

き
つ

つ
、

〈
学

問
の

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

〉
を

統
合

・
展

開
し

て
い

く
―

―
研

究
の

総
括

に
向

け
て

各
専

⾨
知

を
横

断
す

る
存

在
論

・
認

識
論

へ
の

再
埋

め
込

み
と

、
分

野
横

断
的

な
包

括
的

枠
組

み
の

新
た

な
構

築
を

通
じ

て
、

ケ
ー

ス
メ

ソ
ッ

ド
に

参
加

し
た

教
員

や
学

⽣
が

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

な
ど

を
通

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

解
決

⽅
法

を
提

⾔
特

定
の

指
標

（
宗

教
、

⺠
族

、
経

済
、

政
治

、
教

育
、

･･
･）

に
よ

る
定

量
的

お
よ

び
定

性
的

な
分

析
の

統
合

対
象

の
「

部
分

」
と

「
全

体
」

を
包

括
的

に
捉

え
る

視
座

の
明

確
化

（
現

地
の

歴
史

的
要

因
と

グ
ロ

ー
バ

ル
な

要
因

の
交

錯
す

る
場

と
し

て
）

政
策

研
究

（
po

lic
y 

st
ud

y）
や

政
策

分
析

（
po

lic
y 

an
al

ys
is

）
を

通
じ

て
、

政
策

課
題

や
そ

の
費

⽤
対

効
果

、
政

策
の

適
切

な
⽅

法
を

議
論

領
域

を
横

断
し

て
指

導
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
総

合
研

究
指

導
体

制
、

PD
CA

に
基

づ
く

明
確

な
⾥

程
標

の
設

定
全

学
⽣

を
対

象
に

し
て

、
修

⼠
論

⽂
執

筆
に

向
け

た
研

究
の

質
保

証
を

徹
底

過
激

な
宗

教
的

表
現

へ

【資料７】



 
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

野
を

獲
得

さ
せ

る
た

め
の

海
外

経
験

の
奨

励
⽂

化
的

⾔
語

的
他

者
と

の
コ

ン
タ

ク
ト

や
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

通
し

て
、

卓
越

し
た

語
学

⼒
や

情
報

収
集

分
析

⼒
、

多
様

性
や

環
境

へ
の

深
い

認
識

と
⽂

化
や

他
者

へ
の

深
い

共
感

を
学

ぶ
。

【
主

な
海

外
留

学
・

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

拠
点

校
】

・
⻄

北
⼤

学
（

中
国

）
・

国
⽴

台
湾

⼤
学

（
台

湾
）

・
東

国
⼤

学
校

（
韓

国
）

・
テ

イ
ラ

ー
ズ

⼤
学

（
マ

レ
ー

シ
ア

）
・

フ
ィ

リ
ピ

ン
⼤

学
（

フ
ィ

リ
ピ

ン
）

・
ビ

ク
ト

リ
ア

⼤
学

（
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

）
・

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
州

⽴
⼤

学
（

ア
メ

リ
カ

）
・

ウ
ィ

ニ
ペ

グ
⼤

学
（

カ
ナ

ダ
）

・
マ

ン
チ

ェ
ス

タ
ー

・
メ

ト
ロ

ポ
リ

タ
ン

⼤
学

（
英

国
）

・
マ

ン
ハ

イ
ム

⼤
学

（
ド

イ
ツ

）
・

ラ
イ

デ
ン

⼤
学

（
オ

ラ
ン

ダ
）

 
具

体
的

な
内

容
＜

海
外

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

に
よ

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
＞

海
外

の
学

⽣
と

共
同

研
究

調
査

海
外

の
学

⽣
と

共
同

社
会

実
践

分
担

実
施

し
た

調
査

・
実

践
を

相
互

に
検

討
・

分
析

学
⽣

⾃
⾝

に
よ

る
問

題
意

識
の

涵
養

・
⽅

法
論

の
研

鑽

学
術

研
究

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
社

会
実

践
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

共
同

成
果

報
告

・
刊

⾏

【
従

来
】

教
員

側
が

中
⼼

と
な

っ
て

海
外

の
社

会
や

⽂
化

を
⼀

⽅
的

な
研

究
対

象
と

み
な

す
取

組
み

【
今

回
】

学
⽣

が
⾃

ら
問

題
提

起
し

、
海

外
の

学
⽣

と
の

「
双

⽅
向

性
」

を
重

視
し

つ
つ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
的

運
営

を
実

施

学
問

の
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
の

特
⾊

 
海

外
経

験
選

択
科

⽬
 

【資料８】



多
⽂

化
社

会
学

研
究

科
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
マ

ッ
プ

1年
次

2年
次

第
１

ク
ォ

ー
タ

ー
（

4⽉
上

旬
 

6⽉
上

旬
）

第
２

ク
ォ

ー
タ

ー
（

6⽉
下

旬
 

8⽉
下

旬
）

夏
季

休
業

期
間

（
9⽉

上
旬

 
10

⽉
下

旬
）

第
３

ク
ォ

ー
タ

ー
（

11
⽉

上
旬

 
1⽉

上
旬

）
第

４
ク

ォ
ー

タ
ー

（
1⽉

下
旬

 
3⽉

下
旬

）

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

Ⅰ
 

Ⅳ

⼈
⽂

社
会

科
学

の
専

⾨
知

を
構

成
す

る
概

念
や

理
論

を
、

改
め

て
学

問
の

⼟
台

的
基

礎
（

存
在

論
・

認
識

論
・

⽅
法

論
）

に
位

置
づ

け
直

し
、

各
⽅

法
論

（
デ

ィ
シ

プ
リ

ン
）

の
概

念
と

理
論

の
射

程
と

限
界

を
批

判
的

に
検

討
、

再
構

築
を

図
る

。

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

Ⅰ
（

講
義

・
演

習
）

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

Ⅱ
（

講
義

・
演

習
）

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

Ⅲ
（

講
義

・
演

習
）

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

Ⅳ
（

講
義

・
演

習
）

指
導

教
員

決
定

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

Ⅴ
 

Ⅵ

多
⽂

化
的

状
況

に
お

け
る

諸
問

題
を

俯
瞰

的
に

捉
え

、
専

⾨
的

解
決

を
可

能
に

す
る

た
め

の
、

専
⾨

知
の

超
域

的
活

⽤
の

受
け

⽫
と

な
る

新
た

な
学

問
的

枠
組

み
を

探
求

し
、

「
問

題
本

質
を

⾒
極

め
る

⼒
」

と
「

専
⾨

知
の

超
域

的
活

⽤
の

た
め

の
⼒

」
を

養
成

す
る

。

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

Ⅴ
（

講
義

・
演

習
）

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

Ⅵ
（

講
義

・
演

習
）

研
究

計
画

案
の

作
成

倫
理

審
査

中
間

発
表

会
発

表
会

研
究

論
⽂

作
成

審
査多 ⽂ 化 社 会 学 セ ミ ナ ー

多
⽂

化
社

会
学

セ
ミ

ナ
ー

領
域

を
横

断
し

て
指

導
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
総

合
研

究
指

導
体

制
と

PD
CA

に
基

づ
く

明
確

な
⾥

程
標

の
下

、
全

学
⽣

を
対

象
に

し
て

、
修

⼠
論

⽂
執

筆
の

質
保

証
を

徹
底

す
る

。

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

／
海

外
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
／

海
外

留
学

海
外

経
験

選
択

科
⽬

多
⽂

化
的

状
況

で
の

⽂
化

的
⾔

語
的

他
者

と
の

豊
富

な
コ

ン
タ

ク
ト

や
イ

ン
タ

ラ
ク

シ
ョ

ン
を

通
じ

て
、

卓
越

し
た

語
学

⼒
や

情
報

収
集

分
析

⼒
、

多
様

性
や

環
境

へ
の

深
い

認
識

と
⽂

化
や

他
者

へ
の

深
い

共
感

を
学

ぶ
。

東
洋

⽂
庫

選
択

科
⽬

／
歴

史
⺠

俗
博

物
館

選
択

科
⽬

⼈
⽂

科
学

系
と

社
会

科
学

系
の

新
た

な
連

携
モ

デ
ル

を
，

現
地

調
査

と
資

料
研

究
の

徹
底

化
を

通
じ

て
探

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

東
洋

⽂
庫

選
択

科
⽬

は
、

博
⼠

後
期

課
程

へ
の

ブ
リ

ッ
ジ

科
⽬

と
し

て
の

位
置

づ
け

で
あ

り
、

順
次

性
や

体
系

性
を

担
保

す
る

も
の

で
あ

る
。

学
問

の
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
「

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

」
で

修
得

し
た

多
⽂

化
社

会
学

の
超

域
的

か
つ

俯
瞰

的
な

体
系

知
を

通
じ

て
、

社
会

、
⽂

化
、

政
策

、
応

⽤
、

地
域

、
⾔

語
等

を
開

か
れ

た
問

題
群

の
な

か
で

研
究

し
、

多
⽂

化
社

会
学

の
学

問
的

な
専

⾨
性

を
さ

ら
に

深
化

さ
せ

る
と

と
も

に
、

多
様

な
⽂

化
的

他
者

や
利

害
関

係
者

の
思

想
や

⾏
動

を
理

解
し

た
上

で
、

政
策

に
お

い
て

も
最

善
の

解
決

策
を

提
⽰

で
き

る
よ

う
な

⼒
を

徹
底

的
に

養
成

す
る

。
ま

た
、

「
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
」

と
の

両
軸

構
造

を
通

じ
て

、
⼈

⽂
社

会
科

学
系

が
本

来
的

に
持

つ
「

批
判

⼒
」

（
現

状
の

批
判

的
反

省
⼒

）
・

「
構

想
⼒

」
（

現
状

打
破

に
向

け
た

展
望

を
提

⽰
す

る
⼒

）
・

「
実

践
⼒

」
（

領
域

横
断

的
に

知
と

⼈
を

繋
ぎ

、
⽂

化
的

他
者

と
の

共
⽣

に
基

づ
き

理
念

と
利

害
を

調
整

し
、

計
画

を
実

⾏
す

る
⼒

）
と

い
っ

た
問

題
解

決
⼒

を
養

成
す

る
。

オ
リ

エ
ン

タ
ル

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

Ⅰ
オ

リ
エ

ン
タ

ル
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
Ⅱ

総
合

資
料

学

：
5科

⽬
群

必
修

科
⽬

：
科

⽬
群

別
選

択
必

修
科

⽬
：

共
通

選
択

科
⽬

⾔
語

学
基

礎
研

究
／

異
⽂

化
語

⽤
論

／
談

話
分

析
／

⾔
語

理
論

研
究

応
⽤

⾔
語

特
定

演
習

／
⽇

中
対

照
⾔

語
特

定
演

習
／

⽇
英

対
照

⾔
語

学
特

定
演

習
等

核
軍

縮
と

国
際

政
治

／
原

⼦
⼒

平
和

利
⽤

と
核

不
拡

散
核

軍
縮

交
渉

の
法

と
政

治
／

核
物

質
管

理
と

核
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
核

軍
縮

不
拡

散

⾔
語

多
様

性

学 位 の 質 を 担 保 す る た め の 教 育 概 要 各 科 ⽬ 群 の 開 講 科 ⽬ 指 導 プ ロ セ ス

⽂
化

表
象

論
／

現
代

宗
教

論
／

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
社

会
史

／
ア

フ
リ

カ
社

会
論

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
と

脱
オ

リ
エ

ン
タ

リ
ズ

ム
／

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ヒ
ス

ト
リ

ー
等

国
際

ジ
ェ

ン
ダ

ー
論

／
経

済
開

発
論

／
国

際
秩

序
論

／
地

域
⽣

態
論

ト
ラ

ン
ス

ナ
シ

ョ
ナ

リ
テ

ィ
論

／
多

⽂
化

家
族

研
究

等

⽇
本

近
世

史
・

⽇
蘭

交
流

史
／

⽂
化

遺
産

論
／

海
域

交
流

史
／

現
代

⽇
本

政
治

外
交

論
⽇

本
儒

学
・

中
国

学
／

華
僑

・
華

⼈
研

究
／

現
代

ア
ジ

ア
社

会
論

政
策

科
学

環
海

⽇
本

⻑
崎

学

ｸﾞ
ﾛｰ

ﾊﾞ
ﾙ･

ｽﾀ
ﾃﾞ

ｨｰ
ｽﾞ

【資料９】



学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

Ⅰ
 

Ⅵ
必

修
科

⽬
１

２
単

位

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
企

画
／

市
場

調
査

担
当

（
国

内
外

向
け

商
品

／
製

品
／

サ
ー

ビ
ス

企
画

お
よ

び
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
現

場
）

多
⽂

化
社

会
学

研
究

科
履

修
モ

デ
ル

編
集

者
、

記
者

、
ア

ナ
リ

ス
ト

（
社

会
環

境
・

国
際

問
題

）

発
掘

調
査

員
（

専
⾨

性
と

国
際

性
を

兼
備

し
た

地
⽅

⾃
治

体
教

育
委

員
会

の
⽂

化
財

担
当

、
発

掘
専

⾨
⺠

間
会

社
）

想
定

さ
れ

る
就

職
先

・
進

路

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

科
⽬

群
を

中
⼼

に
履

修

○
⽂

化
表

象
論

特
講

○
⽂

化
表

象
論

特
定

演
習

○
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ヒ

ス
ト

リ
ー

特
講

○
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ヒ

ス
ト

リ
ー

特
定

演
習

○
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

社
会

史
特

講
○

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
社

会
史

特
定

演
習

政
策

科
学

科
⽬

群
を

中
⼼

に
履

修

○
国

際
秩

序
論

特
講

○
国

際
秩

序
論

特
定

演
習

○
多

⽂
化

家
族

研
究

特
講

○
多

⽂
化

家
族

研
究

特
定

演
習

○
移

⺠
政

策
と

家
族

・
地

域
・

教
育

特
講

○
移

⺠
政

策
と

家
族

・
地

域
・

教
育

特
定

演
習

環
海

⽇
本

⻑
崎

学
・

ア
ジ

ア
研

究
科

⽬
群

を
中

⼼
に

履
修

○
⽇

本
近

世
史

・
⽇

蘭
交

流
史

特
講

○
⽇

本
近

世
史

・
⽇

蘭
交

流
史

特
定

演
習

○
海

域
交

流
史

特
講

○
海

域
交

流
史

特
定

演
習

○
⽂

化
遺

産
論

特
講

○
⽂

化
遺

産
論

特
定

演
習

修
⼠

論
⽂

課
題

例
外

国
系

住
⺠

の
集

住
エ

リ
ア

に
お

け
る

町
お

こ
し

イ
ベ

ン
ト

を
通

し
た

地
域

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

の
構

築

D
er

 G
ei

st
 d

es
 H

um
an

is
m

us
 im

 
W

id
er

st
an

d 
ge

ge
n 

de
n 

Na
tio

na
ls

oz
ia

lis
m

us

修
⼠

論
⽂

課
題

例
国

際
理

論
か

ら
み

る
東

ア
ジ

ア
地

域
秩

序
―

―
過

去
を

描
写

し
、

現
在

を
解

明
し

、
未

来
を

予
測

す
る

Ea
st

 A
si

an
 R

eg
io

na
l O

rd
er

 in
 th

e 
lig

ht
 o

f I
R 

Th
eo

re
tic

al
 M

od
el

s:
 

M
ap

pi
ng

 th
e 

Pa
st

, E
xp

la
in

in
g 

th
e 

Pr
es

en
t, 

M
od

el
in

g 
th

e 
Fu

tu
re

修
⼠

論
⽂

課
題

例
近

世
⻑

崎
地

域
に

お
け

る
陶

磁
器

か
ら

み
た

ア
ジ

ア
と

の
交

流

唐
话

：
长

崎
唐

通
事

用
的

一
种

现
代

汉
语

○
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
○

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
と

脱
オ

リ
エ

ン
タ

リ
ズ

ム
特

講
○

現
代

宗
教

論
特

講
○

現
代

宗
教

論
特

定
演

習

○
オ

リ
エ

ン
タ

ル
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
Ⅰ

○
海

外
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
○

ト
ラ

ン
ス

ナ
シ

ョ
ナ

リ
テ

ィ
論

特
講

○
ト

ラ
ン

ス
ナ

シ
ョ

ナ
リ

テ
ィ

論
特

定
演

習

○
総

合
資

料
学

○
華

僑
・

華
⼈

研
究

特
講

○
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ヒ

ス
ト

リ
ー

特
講

○
⽇

中
対

照
⾔

語
学

特
定

演
習

多
⽂

化
社

会
学

セ
ミ

ナ
ー

必
修

科
⽬

２
単

位

必
修

：
9単

位
(主

選
択

し
た

科
⽬

群
か

ら
講

義
6単

位
，

演
習

3単
位
)

選
択

科
⽬

：
7単

位
(主

選
択

し
た

科
⽬

群
ま

た
は

別
の

科
⽬

群
，

選
択

科
⽬

か
ら

７
単

位
)

領
域

を
横

断
し

て
指

導
を

受
け

る
総

合
研

究
指

導
体

制
，

PD
CA

に
基

づ
く

明
確

な
⾥

程
標

の
設

定
，

修
⼠

論
⽂

執
筆

に
向

け
た

研
究

の
質

保
証

の
徹

底
化

講
義

・
演

習
⼀

体
型

授
業

の
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

⽅
式

に
よ

り
、

⼈
⽂

社
会

科
学

の
専

⾨
知

と
新

た
な

超
域

的
知

の
枠

組
み

を
徹

底
的

に
養

成
す

る主
選

択
し

た
科

⽬
群

を
通

じ
て

、
各

⾃
の

研
究

課
題

に
即

し
た

専
⾨

性
を

修
得

、
修

⼠
論

⽂
執

筆
に

向
け

た
研

究
指

導
の

基
盤

的
領

域
を

構
成

機
動

的
に

学
び

の
枠

組
み

を
編

成
し

う
る

開
放

系
の

プ
ロ

グ
ラ

ム

⽇
本

語
・

英
語

・
独

語
・

仏
語

・
中

国
語

い
ず

れ
か

の
⾔

語
に

よ
る

修
⼠

論
⽂

の
執

筆
が

可
能

。
海

外
で

の
就

職
や

⼤
学

院
進

学
等

、
本

研
究

科
修

了
⽣

の
多

様
な

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
⽀

援

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ス
タ

デ
ィ

ー
ズ

科
⽬

群
政

策
科

学
科

⽬
群

環
海

⽇
本

⻑
崎

学
・

ア
ジ

ア
研

究
科

⽬
群

多
⽂

化
社

会
学

部
卒

業
⽣

、
そ

の
他

の
⼈

⽂
社

会
科

学
系

の
学

部
卒

業
⽣

、
理

系
学

部
卒

業
⽣

（
核

軍
縮

・
不

拡
散

科
⽬

群
）

、
留

学
⽣

⾔
語

多
様

性
科

⽬
群

を
中

⼼
に

履
修 ○

⾔
語

学
基

礎
研

究
特

講
a

○
異

⽂
化

語
⽤

論
特

講
○

⽇
英

対
照

⾔
語

学
特

定
演

習
○

⾔
語

教
育

と
第

⼆
⾔

語
習

得
特

講
○

応
⽤

⾔
語

学
特

定
演

習
○

⾔
語

学
特

定
演

習

○
談

話
分

析
特

講
○

Ea
st

-W
es

t S
tu

di
es

特
講

○
Ea

st
-W

es
t 

St
ud

ie
s特

定
演

習
○

海
外

留
学 ⾔
語

多
様

性
科

⽬
群

修
⼠

論
⽂

課
題

例
M

ul
tim

ed
ia

 C
or

pu
s 

Li
ng

ui
st

ic
s 

: 
A 

Qu
an

tit
at

iv
e 

St
ud

y 
on

 
Ex

pr
es

siv
e 

Be
ha

vi
or

A 
Gr

am
m

ar
-B

as
ed

 D
at

a 
Co

m
pr

es
si

on
 A

lg
or

ith
m

 U
si

ng
 

Ch
om

sk
y 

No
rm

al
 F

or
m

 o
f 

Co
nt

ex
t F

re
e 

Gr
am

m
ar

核
軍

縮
・

不
拡

散
科

⽬
群

を
中

⼼
に

履
修

○
核

軍
縮

と
国

際
政

治
特

講
○

核
軍

縮
と

国
際

政
治

特
定

演
習

○
原

⼦
⼒

平
和

利
⽤

と
核

不
拡

散
特

講
○

原
⼦

⼒
平

和
利

⽤
と

核
不

拡
散

特
定

演
習 ○

核
軍

縮
交

渉
の

法
と

政
治

特
講

○
核

軍
縮

交
渉

の
法

と
政

治
特

定
演

習

核
軍

縮
・

不
拡

散
科

⽬
群

修
⼠

論
⽂

課
題

例
Di

sa
rm

am
en

t 
an

d 
No

n-
pr

ol
ife

ra
tio

n 
as

 R
es

po
ns

e 
to

 
Gl

ob
al

 P
ow

er
 S

hi
ft

Ne
w

 M
ec

ha
ni

sm
s 

fo
r N

uc
le

ar
 

Fu
el

 S
up

pl
y 

As
su

ra
nc

e 
at

 th
e 

IA
EA

○
核

物
質

管
理

と
核

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
講 ○

経
済

開
発

論
特

講
○

地
域

⽣
態

論
特

講
○

国
際

秩
序

論
特

講

英
語

教
員

（
⼩

・
中

・
⾼

・
⼤

学
へ

の
連

続
的

、
か

つ
有

機
的

連
携

に
対

す
る

専
⾨

的
ア

ド
バ

イ
ス

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

を
担

え
る

実
践

⼒
を

有
し

た
⼈

材

国
際

機
関

、
政

府
、

シ
ン

ク
タ

ン
ク

、
NG

O
等

（
核

軍
縮

・
不

拡
散

問
題

の
解

決
に

取
り

組
む

こ
と

の
で

き
る

⼈
材

）

学 問 の プ ラ ク テ ィ ス 学 問 の エ レ メ ン ツ

【資料１０】



No
FD

名
称

研
修

⽬
的

主
催

実
施

時
期

1
⻑

崎
⼤

学
新

任
教

職
員

ガ
イ

ダ
ン

ス
（

ウ
ェ

ル
カ

ム
FD

・
SD

）
①

⻑
崎

⼤
学

が
⽬

指
す

教
育

、
研

究
等

に
関

す
る

基
本

的
知

識
を

得
る

こ
と

。
②

⻑
崎

⼤
学

に
か

か
わ

る
歴

史
を

知
る

こ
と

に
よ

り
、

⼤
学

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

。
教

務
委

員
会

４
⽉

2
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

セ
ミ

ナ
ー

 
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

ヒ
ン

ト
を

学
ぶ

 

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
の

考
え

⽅
の

基
本

と
な

る
「

相
⼿

と
⾃

分
が

異
な

る
こ

と
」

を
理

解
し

た
う

え
で

、
創

造
的

に
、

ま
た

、
双

⽅
に

と
っ

て
「

W
IN

-W
IN

」
と

な
る

解
決

策
に

つ
な

が
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

実
践

的
に

学
び

、
個

々
⼈

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

⼒
を

⾼
め

る
と

と
も

に
、

教
員

⾃
ら

が
体

験
的

に
学

ぶ
こ

と
で

⾃
ら

の
授

業
に

活
か

せ
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
ヒ

ン
ト

を
得

、
⼤

学
に

お
け

る
教

育
お

よ
び

学
内

環
境

の
改

善
に

資
す

る
こ

と
を

⽬
的

と
し

て
い

る
。

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
セ

ン
タ

ー
６

⽉

3
FD

・
SD

サ
マ

ー
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

⻑
崎

⼤
学

で
の

教
養

教
育

や
学

⽣
⽀

援
等

に
お

け
る

課
題

を
共

有
し

、
後

期
か

ら
の

教
育

改
善

に
す

ぐ
に

役
⽴

て
ら

れ
る

よ
う

す
る

。
教

務
委

員
会

８
⽉

下
旬

 
９

⽉
上

旬

4
オ

ン
ラ

イ
ン

FD
『

著
作

権
⼊

⾨
 

基
礎

編
 

』

教
育

現
場

に
お

け
る

IC
T利

活
⽤

が
広

が
る

に
つ

れ
、

教
育

を
⽬

的
と

し
た

利
⽤

で
あ

っ
て

も
従

来
通

り
に

著
作

物
を

利
⽤

で
き

な
い

ケ
ー

ス
が

発
⽣

し
て

き
て

い
る

。
⻑

崎
⼤

学
で

も
LA

CS
が

普
及

す
る

中
、

意
図

せ
ず

に
著

作
権

法
に

違
反

し
な

い
た

め
に

著
作

権
に

対
し

て
正

し
く

理
解

す
る

こ
と

を
⽬

的
と

し
て

い
る

。

IC
T基

盤
セ

ン
タ

ー
附

属
図

書
館

７
⽉

 
翌

年
３

⽉

5
教

育
⾰

新
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

ク
ォ

ー
タ

ー
制

に
よ

る
教

育
改

善
」

ク
ォ

ー
タ

ー
制

は
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
伴

う
学

⽣
の

留
学

促
進

の
た

め
だ

け
で

は
な

く
、

単
位

の
実

質
化

や
学

習
の

深
化

と
い

っ
た

教
育

改
善

の
視

点
や

教
員

の
研

究
時

間
の

確
保

な
ど

、
様

々
な

効
果

が
あ

る
と

⾔
わ

れ
て

い
る

。
他

⼤
学

の
事

例
を

通
じ

て
、

⻑
崎

⼤
学

に
お

け
る

ク
ォ

ー
タ

ー
制

導
⼊

の
参

考
と

す
る

。

教
務

委
員

会
８

⽉
下

旬

6
「

授
業

設
計

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
」

セ
ミ

ナ
ー

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

の
集

合
研

修
で

は
、

教
員

個
⼈

が
抱

え
る

個
別

課
題

へ
の

対
応

ま
で

⾏
う

こ
と

は
、

難
し

い
。

こ
の

Ｆ
Ｄ

は
、

個
々

の
科

⽬
（

授
業

）
を

対
象

と
し

た
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
で

あ
り

、
シ

ラ
バ

ス
・

授
業

設
計

・
授

業
⽅

法
な

ど
に

つ
い

て
現

状
の

課
題

を
同

定
し

、
授

業
担

当
教

員
と

共
同

で
授

業
の

改
善

案
を

考
え

て
い

く
。

教
務

委
員

会
８

⽉
 

7
「

お
お

か
た

仕
上

が
っ

て
い

る
⼀

年
⽣

へ
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

」
－

学
習

と
成

⻑
パ

ラ
ダ

イ
ム

も
考

慮
し

て
－

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
お

い
て

先
進

的
な

取
り

組
み

を
⾏

っ
て

い
る

京
都

⼤
学

よ
り

講
師

を
招

き
、

こ
れ

ま
で

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
⽀

援
の

内
容

を
点

検
し

つ
つ

、
今

後
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
あ

り
⽅

を
学

び
、

キ
ャ

リ
ア

⽀
援

セ
ン

タ
ー

を
は

じ
め

各
部

局
等

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
改

善
等

に
繋

げ
る

こ
と

を
⽬

的
と

し
て

い
る

。

就
職

委
員

会
9⽉

8
教

育
改

⾰
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
『

教
学

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
活

⽤
に

向
け

て
 

Le
ar

ni
ng

 A
na

ly
tic

s,
 A

da
pt

iv
e 

Le
ar

ni
ng

に
つ

い
て

考
え

る
 

』

本
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

は
、

各
⼤

学
で

導
⼊

さ
れ

て
い

る
学

習
管

理
シ

ス
テ

ム
(L

M
S)

の
活

⽤
状

況
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
学

習
管

理
シ

ス
テ

ム
(L

M
S)

や
教

務
情

報
シ

ス
テ

ム
(S

IS
)に

蓄
積

さ
れ

た
教

育
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

活
⽤

に
向

け
た

国
内

外
の

取
り

組
み

を
紹

介
し

、
学

習
管

理
シ

ス
テ

ム
(L

M
S)

の
新

た
な

活
⽤

⽅
法

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
を

⽬
的

と
し

て
い

る
。

IC
T基

盤
セ

ン
タ

ー
9⽉

9
モ

ジ
ュ

ー
ル

科
⽬

の
シ

ラ
バ

ス
作

成
⽀

援
に

つ
い

て
ク

ォ
ー

タ
ー

制
へ

の
完

全
移

⾏
に

伴
い

、
「

シ
ラ

バ
ス

記
載

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

基
づ

き
全

て
の

授
業

科
⽬

に
お

い
て

シ
ラ

バ
ス

を
作

成
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
⼤

学
教

育
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
教

員
に

よ
る

情
報

提
供

と
シ

ラ
バ

ス
作

成
⽀

援
を

⽬
的

と
し

て
い

る
。

教
務

委
員

会
１

０
⽉

下
旬

 
１

１
⽉

上
旬

10
⻑

崎
⼤

学
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

講
演

会
教

員
が

学
⽣

の
精

神
的

な
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
，

各
教

員
の

教
育

活
動

に
お

い
て

，
TE

AC
HH

サ
ポ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

及
び

コ
ー

チ
ン

グ
の

⼿
法

等
を

⽇
頃

か
ら

意
識

す
る

こ
と

，
ま

た
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
す

る
教

職
員

全
体

の
認

識
の

向
上

に
も

繋
げ

る
こ

と
を

⽬
的

と
し

て
い

る
。

⻑
崎

⼤
学

学
⽣

相
談

⽀
援

等
協

議
会

保
健

・
医

療
推

進
セ

ン
タ

ー
障

が
い

学
⽣

⽀
援

室
１

２
⽉

平
成

２
８

年
度

⻑
崎

⼤
学

FD
研

修
⼀

覧

-1-
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No
FD

名
称

研
修

⽬
的

主
催

実
施

時
期

11
IC

T基
盤

セ
ン

タ
ー

 パ
ソ

コ
ン

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

講
座

 
O

 
ce

 3
65

 &
 包

括
ラ

イ
セ

ン
ス

⼊
⾨

 

本
講

座
は

学
⽣

お
よ

び
教

職
員

の
パ

ソ
コ

ン
ス

キ
ル

向
上

を
⽬

的
と

し
て

、
IC

T基
盤

セ
ン

タ
ー

が
開

催
す

る
連

続
講

座
で

あ
る

。
今

回
は

「
O

 
ce

 3
65

」
と

「
マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

包
括

ラ
イ

セ
ン

ス
」

を
取

り
上

げ
る

。
IC

T基
盤

セ
ン

タ
ー

１
２

⽉

12
⼤

学
に

お
け

る
⾃

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

へ
の

理
解

促
進

 
⼀

⼈
の

学
⽣

の
体

験
か

ら
 

当
事

者
で

あ
る

⼤
学

⽣
の

体
験

か
ら

、
発

達
症

を
経

験
す

る
学

⽣
へ

の
対

応
に

つ
い

て
考

え
る

き
っ

か
け

を
提

供
し

、
全

教
職

員
の

意
識

改
⾰

お
よ

び
教

員
の

教
育

活
動

改
善

に
寄

与
す

る
、

ま
た

、
公

開
講

演
会

に
す

る
こ

と
で

社
会

全
体

の
発

達
症

に
対

す
る

理
解

促
進

に
も

つ
な

げ
る

。
障

が
い

学
⽣

⽀
援

室
２

⽉

13
初

習
外

国
語

教
育

の
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

と
も

な
っ

た
改

善
現

代
で

は
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

よ
り

、
全

世
界

的
に

多
⾔

語
を

使
⽤

で
き

る
⼈

材
が

望
ま

れ
て

い
る

が
、

⽇
本

で
は

第
２

外
国

語
の

履
修

は
減

少
傾

向
に

あ
る

た
め

、
初

習
外

国
語

教
育

の
⽬

的
を

明
確

に
伝

え
、

そ
の

教
育

⽅
法

に
つ

い
て

改
め

て
全

員
で

考
察

す
る

。

初
習

外
国

語
⼩

委
員

会
⾔

語
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
２

⽉

14
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

向
け

た
英

語
授

業
展

開
の

あ
り

⽅
に

つ
い

て
特

に
Sp

ea
ki

ng
と

W
rit

in
gに

焦
点

を
あ

て
、

実
際

の
授

業
⾵

景
を

ビ
デ

オ
で

紹
介

す
る

こ
と

で
実

際
の

指
導

を
体

験
し

て
も

ら
い

、
さ

ま
ざ

ま
な

意
⾒

を
出

し
合

う
こ

と
で

共
有

し
、

か
つ

議
論

を
⾏

い
、

今
後

の
教

養
教

育
英

語
科

⽬
に

お
け

る
さ

ら
な

る
英

語
教

育
の

改
善

の
た

め
の

契
機

と
す

る
。

英
語

⼩
委

員
会

⾔
語

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

３
⽉

No
FD

名
称

研
修

⽬
的

主
催

実
施

時
期

1
「

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

モ
ジ

ュ
ー

ル
FD

」
（

第
１

回
）

使
⽤

教
室

、
出

⽋
管

理
、

授
業

資
料

の
あ

り
⽅

、
講

義
ノ

ー
ト

の
共

有
、

他
の

教
員

の
授

業
参

加
、

講
義

前
後

で
の

教
員

間
打

合
せ

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

調
査

⽅
法

の
あ

り
⽅

、
シ

ラ
バ

ス
の

あ
り

⽅
、

LA
CS

活
⽤

の
⽅

法
、

FW
に

関
す

る
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

の
設

定
に

関
し

て
意

⾒
交

換
を

⾏
っ

た
。

多
⽂

化
社

会
学

部
（

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

⼊
⾨

科
⽬

責
任

者
）

H2
6.

7.
25

2
「

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

モ
ジ

ュ
ー

ル
FD

」
（

第
２

回
）

授
業

の
進

捗
状

況
、

調
査

の
⽅

法
と

課
題

、
教

員
間

の
連

携
、

調
査

実
習

で
の

連
携

、
コ

ー
チ

ン
グ

フ
ェ

ロ
ー

と
の

連
携

、
報

告
書

の
執

筆
⽅

法
、

今
後

の
課

題
に

つ
い

て
意

⾒
交

換
を

お
こ

な
っ

た
。

多
⽂

化
社

会
学

部
（

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

基
礎

実
習

科
⽬

責
任

者
）

H2
6.

12
.1

9

3
教

養
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

の
改

善
に

向
け

て

教
養

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
は

学
部

の
ほ

ぼ
す

べ
て

の
教

員
に

と
っ

て
担

当
可

能
性

の
あ

る
科

⽬
で

あ
り

、
学

⽣
た

ち
に

と
っ

て
は

、
英

語
中

⼼
の

Tr
an

si
tio

n 
Pr

og
ra

m
に

あ
っ

て
、

「
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
⼊

⾨
」

と
並

ん
で

専
⾨

科
⽬

の
学

修
の

た
め

に
知

的
基

礎
体

⼒
を

付
け

る
科

⽬
で

あ
る

。
今

年
度

の
担

当
者

だ
け

で
な

く
、

多
く

の
教

員
で

、
教

養
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

の
今

後
の

あ
り

⽅
を

検
討

す
る

。

多
⽂

化
社

会
学

部
教

務
委

員
会

H2
7.

6.
11

4
⼊

試
問

題
作

成
に

関
す

る
FD

学
⼒

を
構

成
す

る
3要

素
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
も

の
の

う
ち

、
「

思
考

⼒
・

判
断

⼒
・

表
現

⼒
」

及
び

「
主

体
性

・
多

様
性

・
協

働
性

」
に

焦
点

を
当

て
そ

の
評

価
⽅

法
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
背

景
と

な
る

⼤
学

⼊
試

改
⾰

の
議

論
の

現
状

に
つ

い
て

の
共

通
認

識
を

持
つ

こ
と

を
⽬

的
と

す
る

。

⼤
学

教
育

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
H2

7.
9.

25

5
初

年
次

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
に

向
け

て
来

年
度

よ
り

開
始

さ
れ

る
「

初
年

次
セ

ミ
ナ

ー
」

に
つ

い
て

、
学

部
基

礎
と

し
て

だ
け

で
な

く
教

養
科

⽬
と

し
て

全
学

モ
ジ

ュ
ー

ル
の

履
修

に
ス

ム
ー

ズ
に

つ
な

が
っ

て
い

く
よ

う
な

授
業

設
計

が
求

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
「

初
年

次
セ

ミ
ナ

ー
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
も

と
に

授
業

設
計

指
針

を
共

有
す

る
た

め
の

FD
多

⽂
化

社
会

学
部

教
務

委
員

会
H2

8.
2.

10

6
⼊

学
試

験
問

題
作

成
等

（
主

に
⾯

接
）

に
関

す
る

Ｆ
Ｄ

⼊
学

試
験

問
題

作
成

等
（

主
に

⾯
接

）
に

関
す

る
多

⽂
化

社
会

学
部

⼤
学

教
育

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
H2

8.
7.

21

7
就

職
活

動
に

関
す

る
FD

外
部

講
師

を
迎

え
，

海
外

留
学

を
終

え
た

学
⽣

の
就

職
事

情
や

，
企

業
に

お
け

る
留

学
経

験
者

の
採

⽤
事

情
に

関
す

る
講

演
を

⾏
っ

た
。

多
⽂

化
社

会
学

部
就

職
委

員
会

H2
8.

11
.1

7

多
⽂

化
社

会
学

部
FD

研
修

⼀
覧

（
過

去
3年

度
）
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種
別

Ｎ
ｏ

研
修

等
名

対
象

者
研

修
目

的
実

施
時

期
備

考

1
新

採
用

職
員

研
修

事
務

系
新

採
用

職
員

新
た

に
採

用
と

な
っ

た
者

に
対

し
，

長
崎

大
学

の
職

員
と

し
て

の
使

命
と

心
構

え
を

自
覚

さ
せ

る
と

と
も

に
，

大
学

職
員

と
し

て
必

要
な

職
務

遂
行

上
の

基
礎

知
識

，
態

度
等

を
習

得
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
4

月
人

事
課

外
部

講
師

2
新

採
用

職
員

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
採

用
２

年
目

の
職

員
採

用
後

２
年

目
を

迎
え

る
に

あ
た

っ
て

，
こ

れ
ま

で
の

自
分

の
仕

事
を

再
確

認
し

，
こ

れ
か

ら
２

年
目

職
員

と
し

て
仕

事
を

す
る

に
あ

た
り

，
自

己
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
傾

向
を

知
り

，
困

っ
た

こ
と

へ
の

コ
ー

ピ
ン

グ
法

を
学

ぶ
。

3
月

下
旬

予
定

人
事

課
保

健
・

医
療

推
進

セ
ン

タ
ー

　
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

部
門

3
若

手
職

員
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

事
務

系
職

員

若
手

職
員

を
対

象
と

し
て

，
自

ら
が

日
常

抱
え

て
い

る
疑

問
や

課
題

を
発

言
し

合
い

，
討

議
の

中
で

分
析

を
行

い
，

そ
の

対
応

策
及

び
解

決
策

を
導

き
出

し
，

実
践

に
移

す
こ

と
に

よ
っ

て
，

業
務

に
対

す
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
と

資
質

の
向

上
を

促
し

，
長

崎
大

学
職

員
と

し
て

の
使

命
感

の
涵

養
と

事
務

組
織

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

９
月

人
事

課
企

画
員

（
事

務
系

職
員

）

4
放

送
大

学
利

用
職

員
研

修
事

務
系

職
員

等
職

員
に

対
し

，
幅

広
い

知
識

を
習

得
さ

せ
，

も
っ

て
職

員
の

資
質

の
向

上
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
4

月
，

 1
0

月
放

送
大

学
長

崎
学

習
セ

ン
タ

ー

5
英

語
研

修
（

初
級

・
中

級
）

事
務

系
職

員
教

育
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
海

外
拠

点
へ

の
派

遣
及

び
国

際
学

術
交

流
関

係
事

務
部

門
へ

の
配

置
を

視
野

に
入

れ
て

，
事

務
職

員
の

英
語

力
の

向
上

を
目

的
と

す
る

。
1

2
月

～
３

月
人

事
課

イ
ー

オ
ン

長
崎

校

6
後

輩
の

皆
さ

ん
へ

伝
え

た
い

こ
と

事
務

系
職

員
Ｏ

Ｊ
Ｔ

フ
ォ

ロ
ー

に
つ

い
て

目
標

を
決

め
，

当
該

目
標

を
人

事
評

価
記

録
書

へ
記

載
す

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

，
目

標
を

着
実

に
実

行
し

，
組

織
の

活
性

化
も

狙
い

と
す

る
。

８
月

人
事

課
Ｓ

Ｄ
研

修
応

募
者

7
コ

コ
ロ

と
カ

ラ
ダ

に
効

く
！

～
病

院
職

員
の

た
め

の
「

健
康

」
実

践
セ

ミ
ナ

ー
～

病
院

事
務

系
職

員
職

員
が

ス
ト

レ
ス

と
上

手
く

付
き

合
い

な
が

ら
，

健
康

的
か

つ
前

向
き

に
日

々
の

業
務

に
取

り
組

む
た

め
の

知
識

・
ス

キ
ル

の
習

得
を

目
指

す
。

１
１

月
人

事
課

Ｓ
Ｄ

研
修

応
募

者

8
事

務
で

つ
か

え
る

！
英

コ
ミ

ュ
研

修
　

 
初

級
編

 
事

務
系

職
員

英
語

研
修

と
し

て
，

特
に

，
留

学
生

や
外

国
人

教
員

等
へ

の
対

応
業

務
に

お
い

て
実

践
的

か
つ

効
果

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

，
実

例
を

取
り

入
れ

な
が

ら
，

実
用

的
な

文
例

や
，

英
語

で
の

会
話

に
お

け
る

コ
ツ

等
を

学
習

す
る

。
８

月
～

９
月

人
事

課
Ｓ

Ｄ
研

修
応

募
者

9
Y

a
h

o
o
!ニ

ュ
ー

ス
に

学
ぶ

，
読

ま
れ

る
ニ

ュ
ー

ス
の

書
き

方
事

務
系

職
員

ニ
ュ

ー
ス

ソ
ー

ス
を

見
つ

け
る

た
め

に
ど

の
様

な
視

点
を

持
つ

べ
き

な
の

か
，

ま
た

分
か

り
や

す
い

ニ
ュ

ー
ス

の
書

き
方

，
伝

え
方

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

学
ぶ

た
め

，
ヤ

フ
ー

で
長

く
広

報
を

務
め

ら
れ

た
方

を
講

師
と

し
て

招
へ

い
し

研
修

会
を

開
催

す
る

。
１

１
月

人
事

課
Ｓ

Ｄ
研

修
応

募
者

Ｓ Ｄ 研 修

平
成

２
８

年
度

長
崎

大
学

事
務

系
職

員
S

D
研

修
実

施
計

画

自 己 啓 発 研 修実 務 層 ・ 若 手 職 員 研 修
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両
軸

構
造

の
意

味
理

解
し

、
⾃

⾝
が

担
当

す
る

科
⽬

を
作

り
上

げ
る

多
⽂

化
社

会
学

の
超

域
的

か
つ

俯
瞰

的
な

深
化

を
図

る

新
た

な
⼈

⽂
社

会
科

学
系

の
⼤

学
院

モ
デ

ル
に

よ
る

教
員

も
含

め
た

⼈
材

の
育

成
に

つ
い

て
（

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

に
よ

り
教

員
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

の
仕

組
み

も
構

築
で

き
る

こ
と

の
説

明
）

連
携

・
統

合
・

展
開

今
⽇

の
国

⽴
⼈

⽂
社

会
科

学
系

の
研

究
科

が
抱

え
て

い
る

問
題

を
、

⾃
⼰

批
判

的
に

検
討

し
つ

つ
展

望
を

紡
ぎ

だ
し

て
い

く
、

新
た

な
⼈

⽂
社

会
科

学
系

の
⼤

学
院

モ
デ

ル

学
⽣

教
員

講
義

の
担

当
を

通
じ

て
、

そ
の

成
果

を
リ

ー
ド

し
て

い
く

講
義

の
担

当
を

通
じ

て
、

そ
の

成
果

を
テ

キ
ス

ト
、

啓
蒙

書
、

専
⾨

書
等

に
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
し

、
世

界
の

学
問

的
潮

流
や

21
世

紀
社

会
の

多
⽂

化
社

会
的

状
況

に
お

け
る

諸
問

題
の

解
決

を
リ

ー
ド

し
て

い
く

⼈
⽂

社
会

科
学

系
が

本
来

有
し

て
い

る
問

題
解

決
⼒

（
批

判
⼒

・
構

想
⼒

・
実

践
⼒

）
を

⼗
全

に
引

き
出

す
た

め
、

学
問

の
エ

レ
メ

ン
ツ

と
学

問
の

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

に
よ

る
両

軸
か

ら
な

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
構

成
を

も
っ

て
「

デ
ィ

シ
プ

リ
ン

の
過

度
の

分
業

化
」

や
「

実
践

研
究

に
⾒

る
応

⽤
の

偏
重

」
と

い
っ

た
問

題
に

応
え

る
。

こ
の

両
軸

構
造

に
よ

る
教

育
は

多
⽂

化
社

会
的

状
況

に
お

け
る

諸
問

題
に

対
し

て
、

多
⽂

化
社

会
学

の
超

域
的

か
つ

俯
瞰

的
な

⾒
地

か
ら

発
⾒

・
説

明
・

予
測

・
解

決
に

取
り

組
む

こ
と

の
で

き
る

⼈
材

を
養

成
し

つ
つ

、
そ

の
⼀

⽅
で

、
教

員
に

対
し

て
も

、
⾃

ら
が

新
し

い
領

域
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
い

き
、

⾃
⼰

の
拠

り
所

と
な

っ
て

い
た

既
成

の
学

問
の

あ
り

⽅
を

⾃
⼰

批
判

的
に

再
検

討
す

る
こ

と
で

、
新

し
い

学
問

的
ベ

ー
ス

を
全

員
で

考
え

て
い

く
。

こ
の

意
味

で
、

「
学

問
の

エ
レ

メ
ン

ツ
」

は
、

教
員

の
FD

の
役

割
を

果
た

す
も

の
と

し
て

期
待

さ
れ

る
。

【資料１３】
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